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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	石井　直美

	大 会 名
	アジア選手権大会

	開 催 地
	シンガポール

	大 会 期 間
	7/20～7/30


	開催地域の

様子
	公園施設の一角にハーバーが存在し自然豊かで落ち着いた雰囲気に思えました。

	宿泊場所
	周辺にはお店や娯楽施設が一切なく、選手のみんなは落ち着いて過ごせる環境で良かったと思います。


	大会のサポーターへの対応は
	宿泊施設を選手と同じホテルを取るのに苦労致しました。色々な方法で取ることは出来ると思いますが
大会本部に紹介して頂いたエージェンシーに交渉できたことが、良かったと感じます。値段も選手とかわることなく、同一ホテルで希望通りに出来ました。又トラブルがあった時にはすぐに、ホテル側と話し交渉して頂き助かりました。



	選手たちの

 コンディションは？


	ハーバーとホテルが離れており、移動がバスで大変であったが、比較的余裕もありコンディションを、整えるには良かったと思います。あとは、自己管理が大切になってくると痛切に感じました。

	サポーターとして気をつけたことは？


	海の上でも陸の上でも選手が何か困った時対応出来る準備は常に心がけていました。
海の上で選手が口に出来るように小包装のキャンディーやグミなどを空き時間利用し、現地のお店で調達も致しました。



	海外の選手を見て感じたことは？


	大人の手を借りずに子供同士で準備片付けを行っており時間的にもとてもスムースに見えました。
海外の子はとてもフレンドリーで人なつっこく日本チームともすぐに友達になっていました。

英語が話せた方が絶対に良いとつくずく感じました。

	日本の選手を見て感じたことは？


	選手同士大変仲が良く、とてもまとまった良いチームに思えました。
部屋割りも年齢に応じて分けてお互いが大変良い勉強になったと思います。

後は、海外選手と仲良くしていましたが、英語が話せるともっと色々な情報も入りレースに望めたたと思います。

	Spare dayの過ごし方は？


	

	日本チームとして

の課題


	海外チームの迫力に負けず、レース中でも海の上にいるときでも、自分の意思をしっかりと、告げられるようにすると良いと思います。

	ＪＯＤＡへの要望
	

	その他

　
	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

